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令和４年度 医療関係者向け研修 分析・考察                   

テーマ：「３０分でわかる福祉用具の『あれこれ！』」 

目 的：○介護保険サービスの福祉用具の貸与・販売，住宅改修の仕組みを知る 

○入院中から退院を見据えた生活に関わる各専門職の仕事と役割を知る 

○医療・介護関係者が共通理解を深めることで更なる連携強化を図る 

 

【アンケート内の意見】 

・福祉用具の種類，使い方などについて理解が深まった 

・退院前に情報共有できる事で在宅生活へスムーズに繋げられるように関わりたい 

・介護保険を使って，福祉用具のレンタル，住宅改修もできることがわかった 

・福祉用具の活用で，自分らしい生き方を「あきらめない！」事ができるとわかった 

・福祉用具の勉強は珍しかったので良かった 

・福祉用具専門相談員によって様々な提案が考えられると感じた 

・患者（利用者）さんの体の状態変化により，福祉用具の変更ができる事を知った 

 

【分析・考察】 

一つ目の目的である「介護保険サービスの福祉用具の貸与・販売，住宅改修の仕組みを

知る」については，介護保険を使って福祉用具のレンタル，住宅改修もできることや福祉

用具の活用で，自分らしい生き方を「あきらめない！」事ができることがわかった等，研

修会参加後の理解が深まったのではないかと考える。 

また，二つ目の「入院中から退院を見据えた生活に関わる各専門職の仕事と役割を知る」，

三つ目の「医療・介護関係者が共通理解を深めることで更なる連携強化を図る」について

は，退院前に情報共有できる事で在宅生活へスムーズに繋げられるように関わりたい，入

院中に福祉用具をデモ機として貸してもらえるということを初めて知った等，患者（利用

者）に関わる医療・介護関係者が共通の知識を持つことで更なる連携を強化できるきっか

けとなったのではないかと考える。 

今後の研修要望は，各種介護サービスの内容と違いを知りたい，ケアマネジャー業務範

囲，受診や薬の服用を拒否する場合の対応法が知りたいという要望が多かった。 

研修会参加職種の上位を占めるのは，ケアマネジャー，薬剤師，介護職員，セラピスト

（リハビリスタッフ）の順に続き看護師となっている。これからも多くの医療関係者に参

加してもらえる研修内容を検討していく必要があると思われる。 

動画配信の講義は，いつでも参加できる，３０分程度の時間がよく，毎月でも配信して

ほしいという意見もあった。動画配信による研修は，期間内であれば，いつでもどこでも

自分の都合の良い時に繰り返し参加できるというメリットがあり，今後も期待されている

と思われる。 

 配信の案内を早めにお願いしたいという意見もあるため，今後の検討事項として，参加

者に配慮し，開催の時期が決まり次第，早めに案内できればと考える。 
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